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The Opinions among Staff engaged in Community-Based Services : 
“Care for the Aged" and “Community Building" 








Community-based services that are required for both “care for the aged" and “community building.”We 
research the staff engaged in community-based services about advantages and disadvantages of them, and 
office and work environment, and others. As a result, there are many answers about “care”as the major work 
performed by the staff and “care for the aged" relating to advantages and disadvantages of community-based 
services. It is suggested that the staff engaged in community-based services consider more about “care for the 
aged" than about “community building’＼ 














































































































回答数 % 回答数 % 
男性 116 19. 1 事業所の
東北 510 84. 2 
性別
女性 484 79. 9 首都圏 92 15. 3 
20歳代 137 22. 6 
所在地域
30歳代 166 27. 4 l年未満 84 13. 86 
年代 40歳代 139 22. 9 l年以上2年未満 15 18. 98 
50歳代 129 21. 3 2年以上3年未満 111 18. 32 
60歳代 31 5. 1 3年以上4年未満 83 13. 70 
事業所の 認知症対応型涌所介諮 72 11. 9 
4年以上 5年未満 58 9. 57 
認知府対応型l共同牛活介護 322 53. 1 5年以上6年未満 47 7. 76 
種目lj
小規樽多機能型j居宅介諮 202 33. 3 勤続年数 6年以上 7年未満 38 6. 27 
ヰモに介諮 500 82. 5 7年以上8年未満 25 4. 13 
ギに相談援助 18 3. 0 8年以上9年未満 8 1. 32 
介誇支援専門員 42 6. 9 9年以上 10年未満 8 1. 32 
看諮師 22 3. 6 10年以上 15年未満 14 2. 31 
主な仕事
サービス提供青任者 10 1. 7 15年以上 20年未満 6 0. 99 
事務 5 0. 8 20年以上 2 0. 33 
i軍転、 i美i印 2 0. 3 トI18年度以降に開設 305 50. 3 
その他 0. 2 
開設時期





回答数 % 回答数 % 
仕事内容 142 24. 4 51 9. 3 
賃金 12 2. 1 269 48. 8 
勤務時間 43 7. 4 54 9. 8 
勤務地 129 22. 1 10 1. 8 
職場の人間関係 84 14.4 97 17. 6 
利用者との関係 156 26.8 19 3. 4 
昇進 2 0. 3 7 1. 3 
その他 15 2. 6 44 8. 0 















休憩、があまりとれない 292 22. 5 
更衣室 ・休憩室がない 197 15. 2 
市lj服やエプロンが支給されない 183 14. 1 
休暇がとれない 162 12. 5 
外部の研修に参加する機会がない 74 5. 7 
職員会議がない 20 1. 5 
昇進、昇給がない 153 1. 8 
他施設との交流がない 206 15. 9 
その他 10 0. 8 
合計 1297 100 




























｜百I/f,や経営届からのセクハラ（性的峨がらせ） 8 l. 7 
経営府や上司ヵ、らのパワーハラスメント 59 12. 9 
r,-.1僚や経営層からの暴力 3 0. 7 
経常！凶や同僚からのJFi育・'1/Vi 90 19. 6 
利用者カ、らの｝止力 207 ,15. l 
利用tからのiZ.t縫等のぬれぎぬ 81 17. 6 
その他 1 2 .. ¥




































きないJ345 (24.9 % ）、「利用者の個性や要望が多様






























利用者が少ないので目が行き届き、細かいところまでケアできる 354 14. 6 
利用者が少ないので十分にコミュニケーションがとれる 362 14. 9 
利用者が少ないので、利用者主体のサービス提供ができる 308 12. 7 
地域の人と交流を持ち、地域性を活かしたサービス提供ができる 272 11. 2 
地域の人が身近な存在であり、地域のニーズ、把握ができる 149 6. 1 
地域の人と協同した取り組みができる 181 7. 5 
地域のいろいろな資源が活用できる 159 6. 6 
職員が一体となって、サービス提供が行える 267 1. 0 
いろいろ融通が利かせられる 193 8. 0 
介護以外の得意なことや趣味を生かすことができる 177 7. 3 
その他 5 0. 2 
合計 2427 100 
表6 地域密着型サービスにおける仕事の「短所」
回答数 % 
利用者がなかなか集まらず、採算がとれない 132 9. 5 
利用者の個性や要望が多様で、 一体的なサービス提供が難しい 203 14.6 
利用者の重度化が進んだ時に対応できない 345 24. 9 
地域住民から理解や支援がないと、上手く機能しない 119 8. 6 
医療との連携が上手くいっていない 87 6. 3 
職員の人数が少ないので、人間関係が難しい 133 9. 6 
勤務時間が不規則で、ペース配分が難しい 119 8. 6 
介護以外にも、いろいろな能力や役割が要求される 237 17. 1 
その他 13 0. 9 




























る（平野 2008: 189）。この 3つの展開は、ケアに携
わるワーカーによって「福祉の地域力Jとして展開さ
れるものであり、それは地域福祉の推進力となる（平






































































（平野 2008: 189) 
図1小規模多機能ホームと地域住民の協働
注
l 市町村によって異なる場合もあるが、概ね小規模
多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護、地
域密着型特定施設入居者生活介護、地域密着型介護
老人福祉施設入所者生活介護の事業者に運営基準で
開催が義務付けられているものO 介護保険法の「指
定地域密着型サービスの運営に関する基準Jにおい
て定められている。
2 平野は「小規模多機能ホーム」と表記しているが、
「小規模多機能施設Jと同じものである。
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